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1.  平成21年3月期第3四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第3四半期 15,237 ― 2,179 ― 1,965 ― 1,048 ―

20年3月期第3四半期 14,992 △2.3 2,088 △15.9 1,794 △21.5 1,007 △24.6

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第3四半期 19.05 ―

20年3月期第3四半期 18.31 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第3四半期 58,101 22,382 38.5 406.78
20年3月期 59,379 21,558 36.3 391.71

（参考） 自己資本   21年3月期第3四半期  22,382百万円 20年3月期  21,558百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 2.50 ― 2.50 5.00
21年3月期 ― 2.50 ― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ――― ――― 2.50 5.00

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 20,301 1.6 2,343 △5.1 2,137 △2.4 1,195 14.4 21.72

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注） 詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他 をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注） 詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 ４．その他 をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１．本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績
等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。上記業績予想に関する事項は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】 ３．連結業績予想に関する定性的情報 をご
覧ください。 
２．当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第
14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。  

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第3四半期  55,116,142株 20年3月期  55,116,142株

② 期末自己株式数 21年3月期第3四半期  92,433株 20年3月期  80,131株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第3四半期  55,028,737株 20年3月期第3四半期  55,035,939株
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 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国発の世界的金融・経済危機の影響を受け、個人消費が

低迷するとともに民間設備投資の抑制や雇用情勢の急速な悪化が見られるなど、景気は一段と厳しさを強めなが

ら推移いたしました。 

 このような状況のもとで、当社グループ（当社、連結子会社及び持分法適用会社）では安全管理体制のさらな

る充実、コンプライアンス及びリスク管理の徹底に注力しつつ、引き続き全事業において積極的な営業活動を展

開するとともに経営基盤の強化並びに効率化に努めました。さらに、お客様第一主義による「ＢＭＫ（ベストマ

ナー向上）推進運動」に継続して取り組み、より良質なサービスを提供すべく精励しております。 

 その結果、営業収益は15,237百万円（前年同期比1.6％増 244百万円）、営業利益は2,179百万円（前年同期比

4.3％増 90百万円）、経常利益は1,965百万円（前年同期比9.5％増 170百万円）、四半期（累計）純利益は

1,048百万円（前年同期比4.0％増 40百万円）となりました。 

 これを事業の種類別セグメントごとに示すと次のとおりであります。なお、前年同四半期増減率及び増減額は

参考として記載しております。 

  

運輸業 

 鉄道事業では、車両２編成に車椅子スペース及び車内文字案内装置を設置いたしましたのをはじめ、電車の

乗り降りがスムーズにできるよう三咲駅ホームの嵩上げ工事をすすめるなど、諸施設のバリアフリー化に積極

的に取り組みました。 

 旅客サービスにかかる一層の向上策といたしましては、高齢者やお身体の不自由なお客様が駅施設を快適に

ご利用いただけるよう駅係員の「サービス介助士」資格取得を引き続き推進いたしましたのをはじめ、さらな

る接遇サービスの向上を図るため、外部講師による駅係員の接客向上研修を実施いたしました。なお、北習志

野駅の改良工事につきましては、平成20年度末の竣工を目途に工事をすすめております。また、前年度に引き

続きＡＥＤ（自動体外式除細動器）を高根公団駅に設置いたしましたほか、新鎌ヶ谷駅構内に社団法人日本民

営鉄道協会と共同で、鎌ケ谷総合病院に通院するお客様の待ち時間を短縮するとともに、マイカーから鉄道利

用への転換を促進するため同病院とオンラインで結ばれた再診用受付機を試験的に設置いたしました。 

 安全輸送確保の取り組みといたしましては、踏切事故の防止を図るため、五香３号踏切道の踏切障害物検知

装置更新工事、八柱４号踏切道及び元山５号踏切道の踏切遮断機更新工事、初富６号踏切道及び薬園台４号踏

切道の特殊信号発光機新設工事、みのり台１号踏切道及び八柱４号踏切道の特殊信号発光機のＬＥＤ（発光ダ

イオード）化工事を行いました。また、滝不動駅～高根公団駅間ほかの電車線支持物改良工事、上本郷駅ほか

３駅の列車監視テレビ新設及び更新工事を行い諸施設の改善と保安度の向上に努めました。このほか、戸閉保

安装置更新工事並びに「鉄道に関する技術上の基準を定める省令等」の改正に伴う運転士異常時列車停止装置

新設工事を各１編成に行いました。 

 鎌ケ谷市内の連続立体交差化工事につきましては、引き続き完成に向けて工事をすすめております。 

 営業面につきましては、旅客誘致並びに増収対策として「新京成沿線健康ハイキング」や、京成電鉄、北総

鉄道、東武鉄道との「４社合同ウォーク」を実施いたしましたのをはじめ、沿線で開催されるイベントに積極

的に参加いたしました。また、ハイキングコースを掲載したパンフレットや「沿線ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮお

でかけ日和」の配布、行楽施設や催事を紹介するポスターの掲出などを行い沿線のＰＲに努めました。 

 自動車事業の一般乗合輸送につきましては、高齢者や車椅子を使用されるお客様に配慮し、大型ノンステッ

プバス１両及び大型ワンステップバス13両を代替いたしました。 

 旅客サービスにかかる一層の向上策につきましては、９月27日より船橋新京成バス株式会社・習志野新京成

バス株式会社、10月25日より松戸新京成バス株式会社において「ＰＡＳＭＯ」の取扱を開始いたしましたほ

か、松戸新京成バス株式会社の松戸循環線、新松戸線、三矢小台線及び船橋新京成バス株式会社の新鎌ヶ谷

線、パークサイド鎌ヶ谷線において利便性の向上と効率的な輸送を図るためダイヤ改正を実施いたしました。

また、松戸新京成バス株式会社におきましては、京成バス株式会社より路線を譲り受け、運行経路の変更によ

る所要時間の短縮等の利便性向上を図り、９月16日より高塚梨香台線として運行を開始いたしました。このほ

か、さらなる接遇サービスの向上を図るため、外部講師による研修を実施いたしました。 

 営業面につきましては、旅客誘致並びに増収対策として、新京成グループバス３社において、高齢者のお客

様の利用促進を図るため「プラチナパス」「プラチナ６５」「プラチナ６０」を、学生のお客様の利用促進を

図るため「ＢＵＳ通楽（つうがく）」をそれぞれ発売するとともに、京成グループのバス各社も利用できる70

歳以上のお客様を対象とした「ダイヤモンドパス」及び小学生限定の「こどもんどころパス」を発売いたしま

した。このほか、船橋新京成バス株式会社及び習志野新京成バス株式会社においては、近距離のお客様の利用

促進を図るため「１００円（ワンコイン）運賃」を引き続き実施いたしました。 

定性的情報・財務諸表等 

１．連結経営成績に関する定性的情報 
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 貸切輸送につきましては習志野新京成バス株式会社が新たに企業の従業員輸送を受注し、安定収入の確保に

努めました。 

 以上の結果、営業収益は12,062百万円（前年同期比0.3％増 39百万円）となりましたものの、営業利益は減

価償却費等が増加いたしましたこともあり994百万円（前年同期比15.9％減 187百万円）となりました。 

  

不動産業 

 不動産分譲業では、八千代市吉橋土地9,204㎡を売却いたしました。 

 不動産賃貸業では、引き続き北習志野駅前ビルの建築工事をすすめました。 

 なお、同ビルは平成21年１月27日に物販・飲食・診療所など10テナントが入店する複合商業ビルとしてオー

プンしております。 

 また、五香駅西口ビル１階の改修工事並びに新規テナントの誘致を行い、増収に努めました。 

 賃貸施設の保全工事といたしましては、津田沼14番街ビル「ミーナ津田沼」の空調機整備工事、津田沼12番

街ビル「イトーヨーカドー津田沼店」のエスカレーター照明器具更新工事など賃貸施設の保全工事を行いまし

た。なお、新津田沼駐車場ビルの更なる安全性を高めるため耐震補強工事をすすめております。 

 以上の結果、津田沼14番街ビル「ミーナ津田沼」が再稼動したこともあり、営業収益は2,429百万円（前年同

期比11.4％増 248百万円）、営業利益は1,143百万円（前年同期比34.5％増 293百万円）となりました。 

  

その他の事業 

 駅売店業につきましては、「ＰＡＳＭＯ」対応型の飲料自動販売機の設置をすすめましたほか、駅コンコー

スへの臨時売店を誘致し増収に努めましたが、新聞・雑誌などの販売の減少傾向が継続しており、厳しい経営

環境の中での営業活動となりました。 

 以上の結果、営業収益は847百万円（前年同期比4.9％減 43百万円）、営業利益は22百万円（前年同期比

23.7％減 6百万円）となりました。    

  

  

  

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、建設仮勘定の増加等がありましたものの、減価償却による減

少等により、前連結会計年度末に比べ1,277百万円（前期比2.2％減）減少し、58,101百万円となりました。  

 負債は、前受金の増加等がありましたものの、未払金、賞与引当金、買掛金の減少等により、前連結会計年度

末に比べ2,102百万円（前期比5.6％減）減少し、35,718百万円となりました。 

 純資産は、利益剰余金、その他有価証券評価差額金の増加等により、前連結会計年度末に比べ824百万円（前期

比3.8％増）増加し、22,382百万円となりました。 

  

キャッシュ・フローの状況 

 当第３四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末に

比べ134百万円減少し、2,603百万円となりました。  

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動の結果得られた資金は3,411百万円となりました。 

 これは主に法人税等の支払額が718百万円あったものの、税金等調整前四半期純利益1,965百万円及び減価償却

費2,469百万円が計上されたこと等によるものであります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動の結果使用した資金は3,033百万円となりました。 

 これは主に工事負担金等受入による収入が1,481百万円あったものの、有形固定資産の取得による支出が4,407

百万円と大きかったこと等によるものであります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動の結果使用した資金は512百万円となりました。 

 これは主に長期借入れによる収入が1,860百万円あったものの、長期借入金の返済による支出が2,115百万円あ

ったこと等によるものであります。 

  

  

２．連結財政状態に関する定性的情報 
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 通期連結業績予想につきましては、第３四半期連結会計期間の業績は概ね順調に推移しており、平成20年11月

12日に発表いたしました予想数値より変更はありません。 

  

  

  該当事項はありません。  

  

   

 簡便な会計処理 

  固定資産の減価償却費の算定方法  

   定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。 

  

  

  

３．連結業績予想に関する定性的情報 

４．その他 

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表

規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,603,789 2,738,643

売掛金 784,500 741,718

商品 36,545 46,428

分譲土地建物 2,988,761 3,115,831

貯蔵品 120,167 122,244

繰延税金資産 177,445 390,800

その他 227,521 452,260

流動資産合計 6,938,730 7,607,927

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 19,885,138 20,653,503

機械装置及び運搬具（純額） 4,994,139 5,561,361

土地 9,508,628 9,480,628

建設仮勘定 10,569,956 9,590,724

その他（純額） 1,324,037 1,382,395

有形固定資産合計 46,281,900 46,668,614

無形固定資産   

その他 372,745 406,973

無形固定資産合計 372,745 406,973

投資その他の資産   

投資有価証券 3,872,226 3,911,220

繰延税金資産 185,619 208,999

その他 449,961 575,360

投資その他の資産合計 4,507,807 4,695,580

固定資産合計 51,162,453 51,771,169

資産合計 58,101,184 59,379,097

負債の部   

流動負債   

買掛金 675,933 1,005,384

短期借入金 4,603,170 4,415,570

未払金 438,814 3,197,777

未払法人税等 306,262 433,849

前受金 8,633,877 6,964,908

賞与引当金 171,488 505,042

役員賞与引当金 16,575 25,800

その他 2,623,619 2,280,465

流動負債合計 17,469,740 18,828,798
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成20年３月31日) 

固定負債   

長期借入金 13,187,570 13,630,506

退職給付引当金 2,558,312 2,802,384

その他 2,502,783 2,559,315

固定負債合計 18,248,667 18,992,206

負債合計 35,718,407 37,821,004

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,935,940 5,935,940

資本剰余金 4,774,578 4,774,959

利益剰余金 10,485,531 9,712,282

自己株式 △35,761 △31,849

株主資本合計 21,160,288 20,391,332

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 1,222,488 1,166,759

評価・換算差額等合計 1,222,488 1,166,759

純資産合計 22,382,776 21,558,092

負債純資産合計 58,101,184 59,379,097
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業収益 15,237,849

営業費  

運輸業等営業費及び売上原価 12,101,179

販売費及び一般管理費 957,095

営業費合計 13,058,274

営業利益 2,179,574

営業外収益  

受取利息 3,199

受取配当金 50,433

その他 54,853

営業外収益合計 108,486

営業外費用  

支払利息 315,108

持分法による投資損失 680

その他 7,267

営業外費用合計 323,055

経常利益 1,965,005

税金等調整前四半期純利益 1,965,005

法人税、住民税及び事業税 599,749

法人税等調整額 316,851

法人税等合計 916,600

四半期純利益 1,048,404
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー  

税金等調整前四半期純利益 1,965,005

減価償却費 2,469,693

持分法による投資損益（△は益） 680

賞与引当金の増減額（△は減少） △333,553

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △9,225

退職給付引当金の増減額（△は減少） △244,071

受取利息及び受取配当金 △53,632

支払利息 315,108

固定資産除却損 29,969

売上債権の増減額（△は増加） △206,019

たな卸資産の増減額（△は増加） 122,604

その他の流動資産の増減額（△は増加） △50,765

前払年金費用の増減額（△は増加） 100,601

仕入債務の増減額（△は減少） △171,376

未払消費税等の増減額（△は減少） 153,801

預り敷金及び保証金の増減額（△は減少） 156,067

その他 143,386

小計 4,388,274

利息及び配当金の受取額 67,559

利息の支払額 △326,221

法人税等の支払額 △718,151

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,411,460

投資活動によるキャッシュ・フロー  

有形固定資産の取得による支出 △4,407,577

無形固定資産の取得による支出 △115,158

工事負担金等受入による収入 1,481,221

その他 7,999

投資活動によるキャッシュ・フロー △3,033,515

財務活動によるキャッシュ・フロー  

長期借入れによる収入 1,860,000

長期借入金の返済による支出 △2,115,335

自己株式の取得による支出 △7,317

自己株式の売却による収入 3,024

配当金の支払額 △253,169

財務活動によるキャッシュ・フロー △512,798

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △134,853

現金及び現金同等物の期首残高 2,738,643

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,603,789
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 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する

会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に

従い四半期連結財務諸表を作成しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 

  

  

 当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日）  

 本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がないため、該当事項はありません。 

  

  

 当第３四半期連結累計期間（自平成20年４月１日 至平成20年12月31日） 

 海外売上高がないため該当事項はありません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記 

（５）セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

  
運輸業 
（千円） 

不動産業
（千円） 

その他の事
業 
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全
社 
（千円） 

連結
（千円） 

営業収益             

(1）外部顧客に対する営業収益  12,062,220  2,390,982  784,646  15,237,849  －  15,237,849

(2）セグメント間の内部営業収

益又は振替高 
 432  38,491  62,520  101,443 (101,443)  －

計  12,062,652  2,429,473  847,167  15,339,293 (101,443)  15,237,849

営業利益  994,813  1,143,798  22,310  2,160,923 (△18,651)  2,179,574

〔所在地別セグメント情報〕 

〔海外売上高〕 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

 該当事項はありません。 
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「参考資料」  

前年同四半期に係る財務諸表等 

（１）（要約）四半期連結損益計算書 

  

前第３四半期連結累計期間（自平成19年４月１日 至平成19年12月31日） 

  

  

科目 

前第３四半期連結累計期間
（自 平成19年４月１日 
至 平成19年12月31日） 

金額（千円）

Ⅰ 営業収益  14,992,877

Ⅱ 営業費  12,904,158

１．運輸業等営業費及び売上
原価  11,975,712

２．販売費及び一般管理費  928,446

営業利益  2,088,718

Ⅲ 営業外収益  71,797

１．受取利息及び配当金  44,826

２．その他  26,970

Ⅳ 営業外費用  365,911

１．支払利息  320,048

２．その他  45,862

経常利益  1,794,604

Ⅴ 特別損失  27,747

税金等調整前四半期純利益  1,766,857

法人税、住民税及び事業税  494,741

法人税等調整額  264,186

四半期純利益  1,007,929

（２）セグメント情報 

〔事業の種類別セグメント情報〕 

  
運輸業 
（千円） 

不動産業
（千円） 

その他の事業
（千円） 

計
（千円） 

消去又は全社 
（千円） 

連結
（千円） 

営業収益             

(1）外部顧客に対する営業収

益 
 12,022,941  2,141,757  828,178  14,992,877     －  14,992,877

(2）セグメント間の内部営業

収益又は振替高 
 540  39,283  62,559  102,383 (102,383)     － 

計  12,023,481  2,181,041  890,738  15,095,261 (102,383)  14,992,877

営業費用  10,841,200  1,330,341  861,488  13,033,029 (128,870)  12,904,158

営業利益  1,182,280  850,699  29,250  2,062,231 (△26,487)  2,088,718
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